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3p       総務課

10-11p　建設環境課

16-17p　御宿町１０大ニュース

12p　　保健福祉課

18-33p　資料編

4-5p    企画財政課

6-9p　産業観光課

13-15p　教育課

・地域のつながりを防災へ　～災害に強い地域づくり～

・社会情勢に対応できる組織づくり

・安全で暮らしやすい生活環境基盤の維持・向上

・町民が健康で自立した生活を送れるように

・各種統計資料が確認できます

・買い物、通院等の移動手段を確保します

・住民主体　地域の力を活かしたまちづくりを

・町有財産を活用した民間企業への貸出しについて

・デジタル技術を活用した住民・来町者向けサービスの展開

・国際的観光地「御宿」へ ～４００年前から続く絆の歴史～

・強い絆で結ばれたテカマチャルコ市との姉妹都市協定締結

・農業者の生産意欲向上に向けて

・つくり、育てる漁業の推進

・気軽に立ち寄れる空間づくり（公民館）

・楽しみながら運動習慣を身につけましょう（B&G海洋センター）

・「まちづくりはひとづくり」　～未来を担う「人づくり」を教育に～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校教育）
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き
ま
す
。
住
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
の
訓
練
や
夜

警
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
火
災
等
が
未
然

に
防
が
れ
て
い
ま
す
。
消
防

団
の
役
割
、
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
消
防
団
へ
の

入
団
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
交
通
】

　

交
通
安
全
運
動
の
実
施
に

伴
い
、
い
す
み
警
察
署
や
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
推

進
隊
と
協
力
し
、
街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
５

月
に
は
県
、
県
警
察
本
部
の

主
催
で
、
御
宿
中
学
校
を
会

場
に
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ

イ
ト
（
交
通
事
故
仮
想
体
験
）

が
実
施
さ
れ
、
中
学
生
だ
け

で
な
く
高
齢
者
も
見
学
し
、

▲心肺蘇生講習の様子（岩和田区）

▲夷隅支部消防操法大会の様子

▲SSTパトロール隊の皆さん（御宿台）

【
防
災
】

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

町
の
災
害
対
策
の
基
本
と
な

る
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
修
正

し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
修
正
で
、
浸
水
区

域
内
及
び
、
標
高
10
メ
ー
ト

ル
以
下
の
場
所
に
あ
る
施
設

を
避
難
所
、
避
難
場
所
か
ら

除
外
し
ま
し
た
。
７
月
に
は

津
波
避
難
訓
練
を
、
９
月
に

は
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
全
国
的
に
局
地

的
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫

や
、
台
風
襲
来
に
よ
る
土
砂

災
害
、
竜
巻
な
ど
が
発
生
し

ま
し
た
。
気
象
庁
で
は
、
警

報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に

超
え
、
重
大
な
災
害
の
危
険

性
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る

場
合
に
、
住
民
に
対
す
る
最

大
限
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る

「
特
別
警
報
」
を
新
た
に
設
定

し
ま
し
た
。
町
で
は
災
害
に

備
え
、
防
災
資
機
材
や
備
蓄

品
を
購
入
す
る
な
ど
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
防
災

情
報
の
発
信
や
各
種
防
災
訓

練
を
行
い
、
各
区
自
主
防
災

組
織
が
独
自
に
行
う
防
災
訓

練
・
防
災
講
習
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

【
消
防
】

　

消
防
・
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
は
、
就
業
・
就
学
に

よ
る
若
者
の
流
出
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
確
保
が
大
変
困

難
で
す
。
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
地
元
の
消
防
団
員
の

力
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て

交
通
安
全
を
学
び
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
早

め
の
灯
火
と
明
る
い
服
装
で

の
外
出
を
こ
こ
ろ
が
け
、
交

通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
防
犯
】

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
）
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
に
よ
る
地
域
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
児
童
・

生
徒
の
登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
な
ど
、
地
域
の
取
り
組

み
が
凶
悪
犯
罪
を
未
然
に
防

止
し
て
い
ま
す
。
悪
徳
商
法

や
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意

喚
起
を
防
災
行
政
無
線
等
で

呼
び
か
け
ま
し
た
。
特
に
年

末
年
始
に
犯
罪
が
多
く
発
生

し
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
防
災
へ

　
　
　
　
　

～
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
～

社
会
情
勢
に
対
応

　
で
き
る
組
織
づ
く
り

【
行
政
】

　

近
年
、
地
方
分
権
改
革
が

進
展
す
る
中
、
当
町
で
も
無

駄
の
な
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
、
行
政
改
革

大
綱
を
は
じ
め
各
種
計
画
に

基
づ
き
、
内
部
研
修
や
、
専

門
知
識
を
習
得
す
る
外
部
研

修
へ
の
職
員
派
遣
、
管
理
職

員
の
人
事
評
価
研
修
等
を
行

い
、
職
員
の
資
質
向
上
と
そ

の
能
力
・
実
績
の
適
正
評
価
・

運
用
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
再
任
用
職
員
制
度

の
運
用
や
任
期
付
職
員
任
用

制
度
の
導
入
、
組
織
機
構
の

見
直
し
の
検
討
な
ど
に
取
り

組
み
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
行
政

運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
刻
々
と
変
化
し

厳
し
さ
を
増
す
社
会
情
勢
の

中
、
各
種
課
題
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
行
政
運
営
を
行
い
、

さ
ら
に
効
率
的
で
効
果
的
な

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
ま
す
。

総務
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企画
財政
　

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

基
づ
き
、
町
で
は
、
御
宿
町

地
域
公
共
交
通
活
性
化
検
討

会
議
を
立
ち
上
げ
、
御
宿
町

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
共
交

通
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
近
隣
自
治
体

の
運
行
状
況
や
先
進
事
例
を

踏
ま
え
た
な
か
で
、
御
宿
町

の
規
模
に
あ
っ
た
効
率
的
な

公
共
交
通
事
業
と
し
て
「
デ

マ
ン
ド
型
の
乗
合
運
行
」
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
運
行
計

画
（
案
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
デ
マ
ン
ド
型
の

乗
合
運
行
」
に
係
る
地
域
の

合
意
形
成
を
図
る
た
め
、
千

葉
運
輸
支
局
や
交
通
事
業
者
、

警
察
・
道
路
管
理
者
、
住
民

代
表
等
で
構
成
さ
れ
る
法
定

協
議
会
で
の
協
議
に
移
り
、

事
業
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
合
運
行
：
住
民　

　

の
需
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
行
す　

　

る
公
共
交
通
。
電
話
予
約
な
ど
利

　

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
乗
り
合

　

い
で
運
行
す
る
。

【
地
域
公
共
交
通
】

　

車
社
会
の
進
展
や
過
疎
化

な
ど
の
影
響
を
受
け
、
鉄
道

や
路
線
バ
ス
の
廃
線
が
続
く

一
方
で
、
地
方
に
お
け
る
「
住

民
の
移
動
手
段
の
確
保
」
は
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

御
宿
町
に
お
い
て
も
同
様

の
地
域
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
住
民
の
意
見
を

伺
い
、
町
の
規
模
に
合
っ
た

持
続
可
能
な
運
行
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

15
歳
以
上
の
住
民
２
，
０
０
０

人
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
七
月
に
実
施
し
、

７
４
２
人
（
37
・
１
％
）
か

ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

【
企
画
】

　

人
口
の
減
少
や
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
な
か
、「
活
気
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」、「
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
、
様
々
な
分
野

に
お
け
る
地
域
住
民
の
ち
か

ら
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
行
政
と
住
民

の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
た
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の

『
地
域
力
』
を
支
援
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
産
業
や

教
育
の
振
興
、
福
祉
の
充
実

等
、
様
々
な
分
野
で
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
主
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
、
更
な
る
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
御
宿

町
商
店
振
興
会
「
ら
く
だ
カ
ー

ド
」
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
申
請
は
10

団
体
あ
り
、
定
期
的
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
補
助
制
度
を
設
け
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
年
間
２
事

業
（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

を
補
助
の
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
よ

り
多
く
の
方
に
補
助
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
年

間
４
事
業
（
限
度
額
50
万
円
）

を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
、

今
年
度
は
御
宿
台
区
「
秋
祭

り
」、
岩
和
田
区
「
み
な
と
祭

り
」
が
こ
の
補
助
金
の
活
用

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
定
住
化
施
策
】

　

御
宿
町
は
、
少
子
化
の
進

展
や
転
出
等
に
よ
り
人
口
が

減
少
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

定
住
化
促
進
策
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
町
で
は
定
住
促
進

策
と
し
て
、
御
宿
町
に
移
住

を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象

に
「
御
宿
町
定
住
化
促
進
ツ

ア
ー
」
を
７
月
、
11
月
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
『
将
来
、

終
の
棲
み
か
と
し
て
十
分
魅

力
的
な
町
だ
と
感
じ
た
』、『
漁

師
、
農
家
な
ど
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
の
良
さ
が
分
か
っ
た
』

等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

買
い
物
、
通
院
等
の

　
　
　
　
　
　
　

移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

住
民
主
体

　
　
　
地
域
の
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

▲鉄道や民間バスとの接続点　
　となるＪＲ御宿駅前

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

付
与
事
業

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
の
交
付

▲さくらワーキンググループ　
　の活動。

▲１１月に行った定住化促　
　進ツアー
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企画
財政

【
財
産
管
理
】

　

千
葉
県
よ
り
購
入
し
た
勝

浦
若
潮
高
校
旧
御
宿
校
舎
の

一
部
を
10
月
か
ら
私
立
中
央

国
際
高
等
学
校
に
貸
出
し
ま

し
た
。　
　
　

　

本
学
校
で
は
、
来
年
４
月

か
ら
本
格
的
な
生
徒
募
集

が
開
始
さ
れ
、
将
来
的
に
は

１,
０
０
０
人
以
上
の
生
徒
数

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
主

に
６
月
、
11
月
の
年
２
回
、

首
都
圏
か
ら
全
生
徒
が
御
宿

の
校
舎
に
通
学
し
、
御
宿
の

里
山
、
里
海
を
活
か
し
た
特

色
の
あ
る
集
中
学
習
及
び
体

験
学
習
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
生
徒
は
町
内
に
宿
泊
す

る
事
と
な
り
、
商
店
や
民
宿

等
も
含
め
た
官
民
一
体
と

な
っ
た
地
域
振
興
や
活
性
化

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
教
室
棟
に
つ

い
て
は
、
電
気
・
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
の
復

旧
を
進
め
有
事
に
対
応
し
た

避
難
場
所
や
備
蓄
倉
庫
な
ど

災
害
施
設
と
し
て
の
利
用
を

【
情
報
施
策
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
に
よ
り
、

高
速
通
信
を
可
能
と
す
る
無
線

設
備
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
７

月
に
月
の
沙
漠
記
念
館
に
設
置

し
て
あ
る
Wi-

Fi
設
備
を
改
修

し
、
屋
外
向
け
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

夏
の
時
期
に
訪
れ
る
方
の
多
い

「
御
宿
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
」

や
「
月
の
沙
漠
公
園
」
の
ら
く

だ
像
周
辺
を
通
信
可
能
エ
リ
ア

と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
や
月
の

沙
漠
記
念
館
に
Wi-

Fi
の
I
D

カ
ー
ド
を
設
置
し
、
利
用
者

へ
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

I
D
カ
ー
ド
に
観
光
班
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
案
内
す
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
配
置
し
、
町
の
観
光

情
報
の
提
供
に
も
心
が
け
ま
し

た
。

図
る
ほ
か
、
活
用
用
途
の
募

集
な
ど
幅
広
く
利
用
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
住
民
の
皆

様
が
安
全
安
心
し
て
活
動
で

き
る
施
設
運
営
管
理
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
有
識
者
や
住

代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
「
町

普
通
町
有
財
産
活
用
検
討
委

員
会
」
で
は
、
現
地
視
察
を

含
め
た
意
見
交
換
会
を
行
い
、

更
な
る
町
有
財
産
の
活
性
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
公
民
館
へ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
が
提
供
す
る
「
光

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
３
月
に

設
置
し
公
民
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
を
通
信
可
能
エ
リ
ア
と

し
て
い
ま
す
。
既
に
光
回
線
が

敷
設
さ
れ
て
い
る
施
設
へ
は
、

費
用
負
担
が
少
な
く
導
入
が
行

え
る
こ
と
か
ら
、
屋
内
向
け

Wi-

Fi
設
備
と
し
て
今
後
も
設

置
個
所
を
増
や
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

町
で
は
平
成
22
年
度
に
国

の
補
助
金
を
活
用
し
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
整
備
し
ま
し
た
。

Wi-

Fi
設
備
整
備
に
つ
い
て

も
、
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
と
も
光
通

信
網
を
活
用
し
た
事
業
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年

度
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本-

千
葉
と

協
力
し
、
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
向
け
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
し
、
普

及
率
の
向
上
や
利
用
者
意
識

の
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。
今

後
と
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
の

協
力
体
制
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開

催
に
つ
い
て
継
続
的
な
実
施

を
働
き
か
け
ま
す
。

町
有
財
産
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
民
間
企
業
へ
の
貸
出
し
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

　
　
　
住
民
・
来
町
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

Wi-

Fi
設
備
整
備

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

▲開校した私立中央国際高等学校

Wi-Fi
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技
会
の
開
催
と
と
も
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
始
め
と
す
る

６
カ
国
の
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
と
地
元
の
子
供
た

ち
と
の
交
流
に
よ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
、
国
際

交
流
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、

地
域
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

観
光
資
源
の
充
実
を
図
る
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の
基

本
教
育
の
一
つ
に
「
事
故
を
起

こ
さ
な
い
自
分
に
な
る
」　

と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

【
観
光
振
興
】

　

現
在
の
海
水
浴
場
を
見
る

と
地
域
の
方
々
の
海
水
浴
場

離
れ
等
に
よ
り
、
海
水
浴
客

も
年
々
減
少
し
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
単
に

若
者
た
ち
の
交
流
の
場
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
季

節
な
ら
で
は
の
自
然
に
触
れ

る
と
い
っ
た
本
来
の
良
さ
や
、

地
域
の
恵
ま
れ
た
自
然
へ
の

関
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
御
宿
が
誇

る
海
の
魅
力
を
再
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
全
日
本
選
手
権
大
会
、

東
日
本
予
選
会
、
全
日
本
学

生
選
手
権
大
会
及
び
国
際
大

会
を
同
時
に
誘
致
し
、「
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ー
ク
御

宿
２
０
１
３
」
と
題
し
た
全

国
初
の
試
み
を
成
功
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
約
２
週
間
に

渡
る
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
競

れ
は
自
他
の
生
命
を
見
つ
め
、

生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び
や

悲
し
み
な
ど
、
す
べ
て
の
感

情
を
養
い
、
実
感
で
き
る
「
生

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
大

切
に
し
て
お
り
、「
自
分
の
生

命
は
自
分
が
守
る
」
と
い
う

意
識
が
、
子
供
た
ち
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
「
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
の
ま
ち
」
と
し
て
の

皆
さ
ん
の
意
識
の
高
揚
や
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
元
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
基

盤
強
化
を
図
り
、
安
心
・
安

全
な
海
水
浴
場
の
Ｐ
Ｒ
に
よ

る
観
光
客
、
宿
泊
客
の
誘
致
・

増
加
、
さ
ら
に
は
、
各
種
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
や
国

際
大
会
の
誘
致
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
内
で
の
観

光
施
設
に
お
い
て
、
積
極
的

に
新
た
な
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
海
水
浴
場
に
お
い

て
は
、「
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ー
ク
御
宿
２
０
１
３
」

の
周
知
の
た
め
、
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
の
小
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
参
加
し
た
海
水
浴

客
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
を

行
な
い
、
大
会
へ
の
誘
客
を

図
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

ま
た
、
お
ん
じ
ゅ
く
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
や
各
種
小
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

エ
ビ
ア
ミ
ー
ゴ
イ
ラ
ス
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
や
入
園
ス

タ
ン
プ
制
を
導
入
し
、
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
っ
た
お
客
様
に

エ
ビ
ア
ミ
ー
ゴ
の
タ
オ
ル
を

贈
呈
し
、
誘
客
を
図
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、「
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｕ

Ｋ
Ｕ　

ｄ
ｅ　

メ
ヒ
コ
」
を

２
日
間
わ
た
り
開
催
、
御
宿

と
深
い
繋
が
り
の
あ
る
メ
キ

シ
コ
の
文
化
を
町
民
や
来
訪

者
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
十

分
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
、
利
用
者
数

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

月
の
沙
漠
記
念
館
や
公
衆

ト
イ
レ
な
ど
様
々
な
観
光
施
設

は
、
清
掃
点
検
等
を
行
い
安
全

で
安
心
な
観
光
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

国
際
的
観
光
地
「
御
宿
」
へ

　
　

～
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
絆
の
歴
史
～

海
・
プ
ー
ル
で
の
取
り
組
み

「
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の
ま
ち
」

御
宿
を
目
指
し
て

▲ノベルティ

▲国際大会　開会式の様子

▲ONJUKU de メヒコ　ピニャータ割り
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御
宿
で
は
、
あ
わ
び
、
伊

勢
え
び
を
は
じ
め
と
す
る
新

鮮
な
海
産
物
の
宝
庫
で
す
。

な
か
で
も
、
外
房
地
域
が
日

本
有
数
の
漁
獲
高
を
誇
り
、

特
産
品
と
し
て
有
名
な
伊
勢

え
び
を
活
用
し
「
お
ん
じ
ゅ

く
伊
勢
え
び
祭
り
」
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
高
級
食

材
を
地
元
な
ら
で
は
の
格
安

な
価
格
で
提
供
す
る
こ
と
で
、

普
段
味
わ
う
機
会
の
少
な
い

本
物
の
味
を
大
人
か
ら
子
供

ま
で
大
勢
の
皆
様
に
楽
し
く

味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
「
食

の
町
」
と
し
て
新
し
い
御
宿

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
通

年
型
観
光
の
町
を
目
指
す
と

と
も
に
、
地
元
産
の
食
材
を

活
用
し
た
町
の
活
性
化
を
目

た
め
、
市
原
鶴
舞
Ｉ
Ｃ
付
近

に
観
光
誘
致
サ
イ
ン
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
に
お
い
て
は
、

何
か
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
ら

来
る
場
所
で
は
な
く
、「
御
宿

に
来
る
こ
と
」「
御
宿
海
岸
に

来
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
地
域
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

へ
と
シ
フ
ト
す
る
時
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

町
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

町
主
導
の
従
来
型
イ
ベ
ン
ト

か
ら
町
民
主
体
へ
の
観
光
イ

ベ
ン
ト
、
体
験
・
学
習
を
伴

う
観
光
へ
の
需
要
の
高
ま
り

な
ど
、
住
民
・
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
中
、

新
し
い
取
り
組
み
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
、「
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の
ま
ち
」
を

目
指
し
、
第
１
歩
と
し
て
実

施
し
た
「
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
３
」
の

経
験
及
を
生
か
し
て
、
次
な

る
段
階
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
各
種
関

的
と
し
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、「
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢

え
び
祭
り
」
を
拠
点
と
す
る

外
房
地
区
一
帯
の
伊
勢
え
び

取
り
扱
店
の
来
客
者
の
動
機

付
け
や
外
房
伊
勢
え
び
の
千

葉
ブ
ラ
ン
ド
の
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
中
房
総
観
光
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
や
外

房
観
光
連
盟
と
し
て
の
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。、
近
隣

市
町
と
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
都
市
部
の
駅
や
商
業
施

設
で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
を
行
い
地
域
の
魅
力
発
信

に
務
め
、
外
房
地
域
へ
多
く

の
集
客
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
圏
央
道
開
通
に
伴
い
、

御
宿
へ
観
光
客
を
誘
致
す
る

係
団
体
の
枠
を
越
え
た
連
携

は
も
と
よ
り
、
引
き
続
き
、

従
来
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
は
な
く
、
農
業
、
水
産
業
、

商
工
業
等
各
種
産
業
の
協
力

や
参
画
を
得
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
町
の
観
光
振
興
に

取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
、
さ
ら
な
る
御
宿
の

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

【
商
工
振
興
】

　

商
工
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
ご
当

地
グ
ル
メ
開
発
事
業
」
を
開

始
し
ま
し
た
。

①
地
元
の
食
材
を
使
用
す
る　

こ
と

②
町
内
飲
食
・
宿
泊
店
全
体

で
提
供
可
能
な
も
の

③
手
軽
な
価
格
で
提
供
で
き

る
も
の

を
大
前
提
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、
今
年
１
月
に
「
農
商

工
連
携
・
地
域
資
源
活
用
研

修
会
」
を
県
及
び
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
協
力
の
も
と
行
い
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
町
内
に

お
け
る
商
業
・
農
業
・
漁
業
・

観
光
業
者
等
約
30
名
が
出
席

し
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に

向
け
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
７

月
に
は
、
料
理
専
門
家
を
派
遣

し
、
調
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
習
会
の
題
材
は
、
地

元
食
材
を
使
用
し
た
「
か
き
揚

げ
」
と
し
、
８
種
類
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
か
き
揚
げ
を
町
内
関
連
業

者
が
学
び
、
９
月
、
10
月
に
開

催
し
た
伊
勢
え
び
祭
り
で
「
お

水
産
資
源
の
活
用

広
域
的
な
取
り
組
み

関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化

▲観光キャンペーン
▶
圏
央
道
開
通
に
伴
い
設
置
し
た
観
光
誘
致
サ
イ
　

　
ン
看
板

▲今回開発した「おんじゅく揚げ」
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そ
の
他
、
消
費
者
行
政
施

策
と
し
て
は
、
千
葉
県
消
費

者
セ
ン
タ
ー
の
講
師
を
招
き
、

「
消
費
者
自
立
支
援
講
座
」
を

開
催
。
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
消
費
者
の
知
識
、
技
術

の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
補
助
金
を
活
用

し
、
消
費
者
啓
発
グ
ッ
ズ
と
し

て
、
エ
ビ
ア
ミ
ー
ゴ
の
タ
オ
ル

を
作
成
・
全
戸
配
布
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る

被
害
の
さ
ら
な
る
未
然
防
止
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ん
じ
ゅ
く
揚
げ
」
と
し
て
来
訪

者
等
へ
披
露
し
ま
し
た
。
今
後

も
ご
当
地
グ
ル
メ
の
研
究
・
開

発
を
関
連
業
者
と
協
力
し
進

め
ま
す
。

　

町
内
中
小
企
業
者
の
金
融

対
策
と
し
て
は
、
引
き
続
き

中
小
企
業
振
興
利
子
補
給
を

行
う
ほ
か
、
経
営
改
善
等
を

行
う
商
工
会
に
対
し
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
が

主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
、
つ
る
し
雛
事
業
の
拡
大

に
つ
い
て
も
、
住
民
や
観
光

客
に
対
す
る
認
知
度
の
向
上

を
目
的
と
し
た
支
援
を
実
施

し
、
つ
る
し
雛
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

【
雇
用
対
策
・
消
費
者
対
策
】

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
千

葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、「
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
町
民

の
就
職
や
生
活
相
談
を
す
る

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
雇
用
の
場
の

拡
大
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、

雇
用
対
策
に
つ
い
て
順
次
進

め
ま
す
。

▲調印式（上）、協定書（下）

【
国
際
交
流
事
業
】

　

平
成
25
年
10
月
23
日
に
メ

キ
シ
コ
合
衆
国
テ
カ
マ
チ
ャ

ル
コ
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
姉
妹
都
市
協
定
は
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
両
国
の
交

流
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
先
人
た
ち
の
人
類
愛
に

満
ち
た
勇
気
あ
る
行
動
そ
し

て
、
「
友
好
の
絆
」
が
こ
の

姉
妹
都
市
協
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
９
月
30
日
を｢

日

西
墨
友
好
の
絆
記
念
日｣

と
定

め
、
友
好
の
絆
を
後
世
に
伝
え

る
と
と
も
に
国
際
交
流
事
業
を

進
め
、
２
度
に
わ
た
る
テ
カ
マ

チ
ャ
ル
コ
市
訪
問
に
よ
り
相
互

に
親
交
を
深
め
、
平
成
24
年
10

月
に
は
ル
ベ
ン
・
バ
ル
カ
サ
ル

市
長
夫
妻
が
御
宿
町
に
来
町
さ

れ
、
町
と
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市

と
の
絆
が
よ
り
深
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
５
月
に

は
市
長
の
特
使
と
し
て
テ
カ

マ
チ
ャ
ル
コ
の
空
手
選
手
団

が
来
町
し
、
市
長
か
ら
の
姉

妹
都
市
提
携
を
呼
び
か
け
る

「
親
書
」
を
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
町
で

は
歴
史
に
裏
付
け
さ
れ
た
強

い
絆
を
確
認
し
、
10
月
メ
キ

シ
コ
親
善
友
好
使
節
団
と
と

も
に
渡
航
し
、
３
度
目
と
な

る
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
訪
問

で
姉
妹
都
市
協
定
の
締
結
と

な
り
ま
し
た
。

　

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
で

は
、
御
宿
姉
妹
都
市
通
り
の

設
置
や
１,
０
０
０
人
以
上
の

市
民
に
歓
迎
さ
れ
、
盛
大
な

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
友
好
を
深
め
引
き

続
き
国
際
交
流
の
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

歴
史
が
語
る

　
　

新
た
な
姉
妹
都
市
協
定

強
い
絆
で
結
ば
れ
た
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結

み
ん
な
で
快
適
な
消
費
生
活
を
！

悪
質
商
法
に
は
注
意
し
よ
う
！
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産業
観光

【
農
業
】

　

放
射
性
物
質
の
農
林
水
産

物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

本
年
も
千
葉
県
に
よ
る
主
要

品
目
の
検
査
を
実
施
し
た
結

果
、
検
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
検
査
結
果
を
掲
示
し
、

風
評
被
害
の
防
止
、
販
売
促

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
「
経
営
所
得
安
定

対
策
（
旧
称
：
農
業
者
戸
別

所
得
補
償
制
度
）」
へ
の
稲
作

農
家
の
加
入
を
推
進
し
、
農

業
経
営
の
安
定
化
に
資
す
る

と
と
も
に
、
化
学
肥
料
や
農

薬
の
低
減
を
目
的
に
、
米
を

作
ら
な
い
時
に
菜
の
花
を
栽

培
し
肥
料
と
す
る
な
ど
環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
に
取
り
組

む
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

援
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

は
、
侵
入
防
護
柵
の
設
置
単

位
を
個
別
設
置
か
ら
、
よ
り

効
果
的
な
一
定
区
域
で
の
設

置
へ
変
更
し
、
国
・
県
費
の

助
成
に
よ
り
実
谷
初
崎
と
上

置
な
ど
環
境
整
備
を
図
り
、

生
産
条
件
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
齢
化
し

て
い
る
当
町
の
農
家
に
対

し
、
比
較
的
管
理
の
手
間
が

少
な
く
当
町
の
気
候
に
合
っ

た
オ
リ
ー
ブ
や
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
試
験
的
栽
培
を

実
施
し
、
完
成
し
た
ほ
場
で

の
普
及
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
祭
な
ど
販
路
の

維
持
向
上
と
併
せ
、
事
業
完

成
後
の
農
地
の
利
用
方
針
を

検
討
し
本
事
業
を
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

布
施
打
越
の
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
の
整
備
地
に
お

い
て
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

猟
友
会
と
実
施
し
て
い
る
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
事
業
と
も
連

携
し
、
一
層
の
有
害
鳥
獣
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
よ
り
着
工
し

た
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
区
画
整
備
工
事
は
４
年
目

を
迎
え
、
本
年
度
事
業
箇
所

で
あ
る
７
・
２
ha
が
完
了
す
る

こ
と
で
全
体
の
約
60
％
が
完

了
し
ま
す
。
山
間
部
の
多
い

当
町
の
農
地
条
件
は
悪
く
、

事
業
実
施
効
果
と
し
て
高
低

差
の
解
消
や
水
利
施
設
の
設 ▲有害鳥獣侵入防止柵

▲オリーブの試験栽培

▲伊勢えび祭りにおける水産物の販売

農
業
者
の
生
産
意
欲
向
上
に
向
け
て

つ
く
り
、
育
て
る
漁
業
の
推
進

【
漁
業
】

　

例
年
、
漁
業
の
安
定
経
営

の
た
め
漁
獲
共
済
事
業
や
漁

業
近
代
化
利
子
補
給
制
度
の

実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
の
漁
場
は
、
環
境

の
変
化
か
ら
漁
獲
量
が
不
安

定
な
た
め
、
安
定
供
給
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
千
葉
ブ
ラ
ン
ド
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
外
房
ア

ワ
ビ
の
漁
獲
量
の
維
持
・
向

上
を
図
る
た
め
、
ア
ワ
ビ
を

天
敵
か
ら
守
る
人
口
魚
礁
の

設
置
に
つ
い
て
、
漁
業
者
、

研
究
者
と
共
に
検
討
を
始
め

ま
し
た
。
毎
年
行
う
種
苗
放

流
事
業
や
、
伊
勢
え
び
・
サ

ザ
エ
の
規
格
外
放
流
、
カ
ジ

メ
の
老
木
刈
り
等
を
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
で
、
安
定
供

給
を
で
き
る
環
境
を
整
え
、

漁
業
全
体
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
獲
量
が
多
い
サ

ザ
エ
の
利
用
法
と
し
て
、
今

年
度
レ
シ
ピ
を
添
付
し
た
サ

ザ
エ
ご
飯
を
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た

な
地
産
地
消
の
商
品
と
し
て

試
み
ま
し
た
。
今
後
も
伊
勢

え
び
祭
り
や
収
穫
祭
で
御
宿

の
水
産
物
を
周
知
し
、
消
費

拡
大
に
努
め
ま
す
。
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建設
環境

改
良
に
お
い
て
も
５
路
線
（
岩

和
田
大
福
寺
付
近
・
朝
市
通

り
等
）
を
実
施
し
、
交
通
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
行
政
区
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
側
溝
清
掃
や
樹

木
の
伐
採
、
路
面
表
示
な
ど

速
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
道
路
の
「
水
た
ま

り
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
掲
げ
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通

じ
、
陥
没
箇
所
の
補
修
等
に

細
か
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
関
係
事
業
で
は
、
町

営
住
宅
の
維
持
管
理
は
も
ち

ろ
ん
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

制
度
や
耐
震
診
断
補
助
制
度

の
効
果
的
運
用
、
各
種
相
談

会
の
開
催
な
ど
、
安
全
で
快

適
な
住
環
境
の
促
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
和

田
団
地
で
は
台
風
被
害
に
よ

り
雨
漏
り
が
生
じ
、
入
居
者

の
方
々
に
大
変
な
ご
不
を
お

か
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

屋
根
の
防
水
対
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
内
装
補
修
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

県
夷
隅
土
木
事
務
所
の
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
で
あ
る
岩
和
田
地
先
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

道
勝
浦
布
施
大
原
線
で
は
交

通
安
全
対
策
と
し
て
布
施
小

学
校
か
ら
新
宿
交
差
点
ま
で

の
歩
道
設
置
を
要
望
し
て
お

り
、
計
画
的
に
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
水
道
】

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
水
道
水
を
安
定
し
て
お
届

け
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の

整
備
や
更
新
を
進
め
る
ほ
か
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
営
の

改
善
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

水
源
の
状
況
は
、
今
年
度

も
、
昨
年
同
様
、
夏
季
の
降

水
量
が
少
な
く
御
宿
ダ
ム
の

貯
水
量
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

水
質
管
理
に
つ
い
て
は
、

今
年
は
活
性
炭
の
注
入
量
増

量
と
南
房
総
広
域
水
道
企
業

団
か
ら
の
受
水
量
の
増
量
を

早
期
に
実
施
し
水
質
の
保
全

に
努
め
ま
し
た
。
配
水
本
管

の
洗
浄
作
業
を
浜
区
、
須
賀

区
、
六
軒
町
区
、
岩
和
田
区

に
お
い
て
実
施
し
、
赤
水
の

発
生
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
浄

水
場
に
お
い
て
、
施
設
の
修
繕

を
実
施
す
る
一
方
、
耐
用
年
数

を
経
過
し
た
施
設
や
修
繕
効
果

の
低
い
施
設
に
つ
い
て
、
順
次

更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
次
亜
塩
素
注
入
ポ
ン
プ

等
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
漏
水
や
工
事
に
伴
う
断
水

の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
、
岩

和
田
地
先
に
制
水
弁
を
追
加
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
漏
水

の
発
生
が
多
く
、
鉛
管
を
使

用
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
耐
久
性
の
高
い
材
質
の

管
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
配

水
本
管
か
ら
の
漏
水
は
、
道

路
の
陥
没
や
、
広
範
囲
で
の

断
水
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
迅
速
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

修
繕
に
あ
た
っ
て
は
機
能

を
回
復
で
き
る
範
囲
で
実
施

す
る
一
方
、
耐
用
年
数
や
周

辺
機
器
の
状
況
に
よ
り
、
設

備
の
更
新
が
、
費
用
面
、
運

用
面
で
有
効
と
判
断
で
き
る

場
合
は
設
備
の
更
新
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

経
営
面
で
は
、
平
成
24
年

度
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健

全
化
法
」
に
よ
る
資
金
不
足

額
の
算
定
に
お
い
て
、
資
金

不
足
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
水
需
要
は
今
年

度
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
支
出
面
で
は
、
設
備

の
修
繕
に
掛
か
る
負
担
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
定
し

た
給
水
を
継
続
す
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
を
順
次
実

施
し
な
が
ら
経
営
改
善
と
合

理
化
を
図
り
ま
す
。

【
建
設
】

　

道
路
改
良
事
業
は
、
議
会

や
行
政
区
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
計
画
的
な
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は

月
の
沙
漠
通
り
の
交
通
安
全

対
策
を
は
じ
め
、
排
水
整
備

５
路
線
（
六
軒
町
越
川
商
店

付
近
・
久
保
岩
の
井
酒
造
先

ガ
ー
ド
付
近
・
上
布
施
宝
泉

寺
付
近
・
天
の
守
地
先
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
舗
装

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　

生
活
環
境
基
盤
の
維
持
・
向
上

施
設
の
更
新
と
効
率
的
な
経

営
に
よ
り
安
全
で
安
定
し
た

水
供
給
を
目
指
し
ま
す

道
路
・
河
川
・
住
宅
事
業

▲駐車違反対策用ポール
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建設
環境

▲補助金の活用により設置された太陽光発電　
　システム

▲海岸美化の維持

【
ご
み
処
理
】

　

平
成
24
年
10
月
１
日
に
指

定
ご
み
袋
制
が
ス
タ
ー
ト
し

１
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
も
と
、
指
定
ご
み
袋

収
集
は
、
円
滑
に
制
度
移
行

で
き
ま
し
た
。　
　
　

　

導
入
前
後
１
年
間
の
ご
み

の
量
を
比
較
す
る
と
、
燃
や

指
定
ご
み
袋
制
の
継
続
に
よ

る
生
活
環
境
の
保
全

き
れ
い
な
海
や
川
づ
く
り
は

私
た
ち
の
手
で

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

せ
る
ご
み
、
資
源
ご
み
（
カ

ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
）、
粗
大

ご
み
に
つ
い
て
は
当
初
の
目

標
で
あ
る
20
％
の
減
量
を
ほ

ぼ
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
古
紙

類
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
燃

や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

て
い
た
雑
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
が
、
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ

て
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
増
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
御
宿
町
の
住
民
１

人
当
た
り
が
１
日
に
出
す
ご

み
の
量
で
見
る
と
、
平
成
23

年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
平

均
で
は
約
１
、４
０
０
グ
ラ
ム

と
、
千
葉
県
平
均
１
、０
０
０

グ
ラ
ム
の
１
・
４
倍
（
千
葉
県

下
で
最
も
多
い
）
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
指
定
ご
み
袋

制
導
入
後
は
、
１
、１
０
０
グ

ラ
ム
と
な
り
、
約
３
０
０
グ

ラ
ム
の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
量
の
主
な
要
因
と
し
て
、

排
出
量
に
応
じ
て
ご
み
袋
代

金
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

で
「
余
計
な
ご
み
を
作
ら
な

い
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

た
こ
と
、
資
源
ご
み
専
用
袋

を
低
価
格
と
し
た
こ
と
に
よ

り
「
分
け
れ
ば
資
源
」
と
し

て
、
ご
み
出
し
費
用
が
抑
え

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
指
定

ご
み
袋
代
金
を
近
隣
市
町
と

合
わ
せ
た
額
に
設
定
し
た
こ

と
に
よ
る
、
越
境
ご
み
の
大

幅
な
抑
制
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ご
み
を
減
ら
し
、
ご
み
処

理
に
係
る
費
用
や
環
境
負
荷

を
低
減
し
、
よ
り
良
い
生
活

環
境
を
後
世
に
残
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、

ご
み
減
量
・
分
別
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
環
境
整
備
】

　

河
川
や
海
岸
の
水
質
の
汚

れ
は
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
活
排
水
が
主
な

原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
も
き
ち
ん
と
清
掃
や

管
理
が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

汚
い
水
が
そ
の
ま
ま
河
川
に

流
れ
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
町
で
は
、
各

戸
に
水
質
浄
化
の
た
め
の
啓

発
資
料
と
物
資
を
配
布
し
ま

す
。
河
川
の
浄
化
の
た
め
に
、

配
布
物
の
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
の
美
化
の
た

め
、
環
境
整
備
員
の
配
置
や

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
稼
動

さ
せ
て
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、

道
路
等
公
共
用
地
に
つ
い
て

も
環
境
整
備
員
に
よ
る
草
刈

り
、
清
掃
作
業
を
実
施
し
、

美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
海
岸
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
河
川
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
用
ご
み
袋
の
配
布
方

法
を
工
夫
す
る
な
ど
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
生
活
空
間
を
維

持
、
保
全
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業
補
助
金
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
と
関
連
し
て
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
等
の
住
宅
用
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
補
助
事

業
を
11
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
且
つ
効
率
的
に
利

用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
補
助

制
度
の
活
用
を
ご
検
討
下
さ

い
。
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保健
福祉

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
は
、
開
始
か
ら
の
評

価
や
課
題
を
踏
ま
え
今
年
３

月
に
「
第
２
期
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
い
て
も
、
被
保
険
者
へ
の

分
か
り
や
す
い
制
度
説
明
を

行
い
、
保
険
料
の
賦
課
・
徴

収
事
務
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り

組
み
や
保
健
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
保
健
予
防
】

　

保
健
予
防
事
業
で
は
、
従

来
か
ら
の
保
健
師
・
栄
養
士

等
に
よ
る
健
康
教
育
・
相
談

事
業
に
加
え
、
今
年
度
か
ら

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
を
実
施

し
、
糖
尿
病
や
そ
の
合
併
症

の
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
少
期
の
う
歯
予

防
対
策
と
し
て
、
小
学
校
や

保
育
所
に
歯
科
衛
生
士
を
派

遣
し
、
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
受
診
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
各
種
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
を
目
的
に
、
対

象
者
全
員
に
対
し
検
診
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
予
防
に
お
い
て
は
、

予
防
接
種
法
の
改
正
に
伴
い
、

ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
が
定
期
予
防
接
種
と
な

り
疾
病
予
防
の
充
実
に
努
め

ま
し
た
。

【
福
祉
】

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
町
の

高
齢
化
率
が
43
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
中
、
高
齢
者
の
安

心
・
安
全
な
生
活
に
役
立
て

る
た
め
に
、
緊
急
通
報
装
置

設
置
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る

避
難
支
援
台
帳
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
で
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
相
談
支
援
を

実
施
し
、
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
福
祉
用
具
の

給
付
、
医
療
費
助
成
な
ど
、

様
々
な
制
度
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
障
害
を
お
持
ち
の
方
の

地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
・
母
子
福
祉
で
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
、
家
庭
の
状
況
や
需
要

に
応
じ
た
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
と
し

て
、
今
年
９
月
に
「
御
宿
町

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
で
は
、
給
食
用
食

材
の
放
射
線
量
測
定
や
熱
中

症
指
数
測
定
機
器
の
導
入
に

よ
る
真
夏
日
等
の
熱
中
症
予

防
対
策
の
実
施
、
ま
た
、
地

震
や
津
波
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、

安
心
・
安
全
な
保
育
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
、
園
庭
の
緑

化
を
目
指
し
全
面
芝
生
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育

て
出
張
保
育
や
子
育
て
相
談

な
ど
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
制
度
は
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
増
加
に
伴

い
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認

定
を
受
け
る
方
も
増
え
て
い

ま
す
が
、
居
宅
や
施
設
に
お

い
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

迅
速
に
提
供
で
き
る
よ
う
認

定･

給
付
の
事
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
と
し
て
、

「
鶴
亀
教
室
」・「
鶴
亀
く
ら
ぶ
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
各

区
巡
回
型
の
「
元
気
い
き
い
き

教
室
」
の
実
施
や
、
近
隣
団

体
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

と
連
携
・
協
力
に
よ
る
「
鶴
亀

学
校
」
を
開
校
す
る
な
ど
、
介

護
予
防
事
業
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
福
祉
事
業
や
地
域
の

「
お
た
が
い
さ
ま
」・「
た
す
け

あ
い
」
と
連
携
し
な
が
ら
高

齢
者
の
生
活
や
介
護
に
関
す

る
相
談
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
医
療
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医

療
費
の
給
付
に
加
え
、
医
療

費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の

高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
合

算
療
養
費
の
支
給
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
増
加
傾
向
に
あ
る

医
療
費
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
は
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
等
の
見
直
し
を
行
い
、

費
用
と
負
担
の
均
衡
を
図
り

ま
し
た
。

　

同
時
に
、
医
療
費
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
利
用
し
た
場
合
の
差
額

通
知
の
実
施
、
重
複
・
多
受
診

者
に
対
す
る
訪
問
指
導
の
実
施

な
ど
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
持
・
増
進

の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
、
短
期
人
間

ド
ッ
ク
費
用
助
成
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

町
民
が
健
康
で

　
　
　
　

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

▲巡回型「元気いきいき教室」
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社会
教育

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間
づ
く
り

楽
し
み
な
が
ら
運
動
週
間
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

▲文化祭　コーラスの発表

▲リズム体操教室

【
公
民
館
】

　

公
民
館
で
は
各
種
教
室
の

開
催
や
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動

な
ど
の
様
々
な
生
涯
学
習
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
室
や
自
主
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
は
、
文
化
祭
で
写
真

や
絵
画
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
展
示
や
音
楽
・
芸
能
活
動

の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す

る
と
と
も
に
公
民
館
主
催
教

室
の
講
師
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

 　　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は

遊
び
な
が
ら
の
学
習
や
民
話
、

自
然
観
察
な
ど
も
取
り
入
れ

リ
ズ
ム
体
操
教
室

子
ど
も
水
泳
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

　
　
　
　
　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス

Ｒ
Ａ
Ｃ

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
フ
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
）

鶴
亀
教
室
＆
鶴
亀
く
ら
ぶ

健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

な
が
ら
、
地
域
に
お
い
て
子

ど
も
達
を
育
む
活
動
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
家
庭
教
育
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
城
西
国
際
大
学
の
協

力
に
よ
る
公
開
講
座
や
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
、

干
物
づ
く
り
な
ど
の
文
化
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て

新
た
な
学
習
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ス
ペ
イ
ン
・
メ
キ
シ
コ
と
の

絆
を
深
め
、
４
０
０
年
前
の

史
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

大
使
館
の
協
力
を
得
な
が
ら

両
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

な
ど
、
文
化
交
流
事
業
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
の
天
然
記
念
物　

「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
の
飼
育
展

示
や
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の

企
画
展
示
な
ど
を
行
い
、
地

域
の
文
化
や
歴
史
の
継
承
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
、
楽
し
く
生
涯
学

習
が
で
き
る
空
間
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
等
を
活
用
し
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
年

代
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
年
中
・
年
長
を

対
象
に
リ
ズ
ム
体
操
教
室
、
年

少
を
対
象
と
し
た
プ
チ
リ
ズ
ム

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教

室
は
「
楽
し
い
か
ら
好
き
に

な
る
・
好
き
に
な
る
か
ら
上
手

に
な
る
」
を
合
言
葉
に
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
集

団
遊
び
に
よ
る
協
調
性
、
動
作

の
協
応
性
や
リ
ズ
ム
感
等
を
養

う
た
め
、
様
々
な
運
動
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

を
対
象
と
し
て
、
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
を
兼
ね
た
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
季
節
や
天
候
に
応
じ

て
体
育
館
や
周
辺
の
安
全
な

場
所
を
使
っ
て
各
種
運
動
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
の
水
泳
が
苦
手
な
子

ど
も
達
を
主
な
対
象
と
し
た

水
泳
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
御
宿
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
協
力
の
も
と
、
夏
休

み
期
間
中
に
集
中
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
日

頃
運
動
不
足
の
解
消
や
健
康

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。　
　
　

　

内
容
は
早
歩
き
程
度
の
有

酸
素
運
動
と
ダ
ン
ベ
ル
や

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
っ
た
筋

ト
レ
を
行
い
、
夏
季
に
は
プ
ー

ル
の
中
で
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

音
楽
に
合
わ
せ
て
気
持
ち
良

く
運
動
で
き
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
転
倒
・
寝

た
き
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

保
健
福
祉
課
と
連
携
し
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行
っ

て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚

の
維
持
や
筋
力
ト
レ
な
ど
、

自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
運

動
を
実
施
し
、
生
活
に
必
要

な
機
能
の
維
持
・
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
武
道
大
学
の
協
力
の

も
と
、
秋
口
に
骨
密
度
や
、

筋
力
・
有
酸
素
能
力
な
ど
の

体
力
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
運
動
習
慣
の
成
果

検
証
や
、
体
力
年
齢
の
把
握

が
で
き
ま
す
。
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町
の
歴
史
と
自
然
に
深
く
根

付
い
た
も
の
で
す
。

　

本
校
は
、
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
、『
交
流
の
町
』
と
し

て
の
御
宿
の
特
性
を
活
か
し
、

生
徒
の
「
生
き
る
力
」
を
育

む
た
め
の
独
創
的
な
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
墨
西
交
流
発
祥
の
地
を

記
念
し
て
創
ら
れ
た
合
唱
曲

『
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
』。
こ

の
曲
に
は
、
か
つ
て
多
く
の

人
命
を
救
っ
た
先
人
へ
の
敬

意
と
三
国
友
好
の
歴
史
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
町
民
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
音
楽
の
授
業
や
学
校
行
事

等
で
歌
い
継
い
で
い
ま
す
。

『
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
』
は
、

御
宿
中
の
合
唱
曲
と
し
て
、

す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

⑴
問
題
解
決
型
学
習
で
確
か

な
学
力
を
育
て
る

　

野
沢
温
泉
中
学
校
と
の
交

流
会
で
は
、
本
校
生
徒
が
御

宿
町
を
紹
介
す
る
と
い
う
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

普
段
、
生
徒
が
何
気
な
く
見

て
い
る
風
景
の
中
に
あ
る
『
不

思
議
』
を
探
し
、
そ
れ
を
紹

介
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　

生
徒
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
町
の
中
の
『
不
思
議
』

を
見
つ
け
、
追
究
活
動
に
よ
っ

て
そ
の
課
題
を
解
決
し
、
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
の
視
点
で
自
分
た

ち
の
暮
ら
す
御
宿
町
を
野
沢

温
泉
中
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

ま
し
た
。

⑵
生
徒
指
導
の
機
能
を
活
か

し
豊
か
な
心
を
育
て
る

　

交
流
会
で
は
、
生
徒
に
よ

る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

交
歓
会
や
各
式
典
の
内
容
の

決
定
、
準
備
・
運
営
な
ど
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
交
流

活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
徒
は
野
沢
温
泉
中
の
皆
さ

ん
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
を

真
剣
に
考
え
、
交
流
会
当
日

も
、
相
手
を
気
遣
い
な
が
ら
、

自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
活
動
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
が
主
体
的
に
活
動
す

る
場
面
を
意
図
的
に
設
け
、

生
徒
指
導
の
機
能
を
活
か
す

こ
と
で
、
生
徒
の
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
機
会
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

御
宿
で
度
々
、
個
展
を
開

い
て
い
る
「
砂
漠
」
の
画
家

大
隈
武
夫
さ
ん
。
今
年
度
は
、

そ
の
大
隈
先
生
を
招
き
、
絵

画
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
御
宿
海
岸
で
開

催
さ
れ
た
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
の
国
際
大
会
に
出
場
し
た

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
交
流

し
ま
し
た
。
過
去
に
は
、
メ

キ
シ
コ
を
本
拠
に
活
躍
し
、

御
宿
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い

る
世
界
的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

黒
沼
ゆ
り
子
さ
ん
の
リ
サ
イ

タ
ル
鑑
賞
も
行
い
ま
し
た
。

　

御
宿
と
関
わ
り
の
深
い
、

そ
の
道
の
一
流
の
方
々
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
磨

き
、
夢
と
情
熱
を
も
っ
て
努

力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
課
学
校
教
育
班
で
は
、

基
本
方
針
で
あ
る
「
ま
ち
づ

く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
た
め
児
童
生
徒
の
個
性
に

応
じ
た
指
導
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
地
域
の
人
々

と
連
携
し
な
が
ら
町
の
特
性
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
職
場
体
験
や
自
然

観
察
会
な
ど
様
々
な
体
験
学
習

や
野
沢
温
泉
村
や
国
際
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
出
場
選
手
等

と
の
交
流
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。

【
御
宿
中
学
校
】

『
交
流
の
町 

御
宿
』
で

　
　
　

生
き
る
力
を
育
て
る

　

御
宿
は
『
交
流
の
町
』
で

す
。
そ
れ
は
、
４
０
０
年
前
の

異
国
船
漂
着
に
始
ま
る
ス
ペ
イ

ン
・
メ
キ
シ
コ
と
の
交
流
を
始

め
、
39
年
間
続
く
長
野
県
野
沢

温
泉
村
と
の
交
流
、
ま
た
、
童

謡
「
月
の
沙
漠
」
に
う
た
わ
れ

た
美
し
い
海
岸
を
愛
す
る
様
々

な
人
々
と
の
交
流
な
ど
、
こ
の

「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」 

～
未
来
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
を
教
育
に
～ 

▲御宿海岸での「海の交流」

▲「書道」でカナダ選手と交流

交
流
の
歌
』
で
豊
か
な
情
操

を
育
む

『
山
の
子
と
の
交
流
』
で
生

き
る
力
を
育
て
る

『
御
宿
を
愛
す
る
人
々
と
の

交
流
』
で
生
き
方
に
ふ
れ
る
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▲海女さんに教わる寒天づ
　くり

▲サバイバル・スイミング

▲布施まつり

▲運動会

【
御
宿
小
学
校
】

『
元
気
に
学
ぶ
』

　
　
～
体
も
頭
も
心
も
元
気

～
　

本
校
で
は
、
教
育
の
す
べ

て
の
面
で
感
性
を
育
む
事
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
、
豊
か

な
体
験
活
動
、
良
質
な
言
語

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
２
０
１
３
に
参
加
さ

れ
た
４
カ
国
の
選
手
、
拓
殖

大
学
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

房
州
御
宿
音
頭
を
踊
っ
た
り
、

給
食
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、「
育
て
て
、
収
穫
し
、

調
理
し
て
食
べ
る
体
験
」
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月

５
日
に
は
、
２
年
生
が
保
護

者
と
一
緒
に
、
現
役
の
海
女

さ
ん
で
あ
る
市
東
は
る
江
さ

ん
に
教
わ
り
な
が
ら
天
草
か

ら
寒
天
ゼ
リ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
御
宿
に
は
た

く
さ
ん
の
海
の
幸
が
あ
る
こ

よ
く
考
え
、
進
ん
で
学
ぶ
子

郷
土
を
愛
し
、

　
　
　

思
い
や
り
の
あ
る
子

健
康
で
た
く
ま
し
い
子

と
に
つ
い
て
話
を
聞
く
な
ど
、

地
域
の
食
文
化
の
よ
さ
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
・
ス
イ
ミ
ン

グ
教
室
で
は
、
救
命
胴
衣
の

浮
き
方
を
体
感
し
、
生
き
残

る
た
め
に
必
要
な
専
門
的
な

知
識
や
技
能
（
長
時
間
水
に

漬
か
っ
て
も
体
温
低
下
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
漂
流
物
に

当
た
っ
て
も
衝
撃
を
受
け
に

く
い
基
本
姿
勢
や
円
陣
を
組

ん
で
助
け
を
求
め
る
姿
勢
、

助
け
を
求
め
る
シ
グ
ナ
ル
等
）

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
以
外
の
場
所
で

大
地
震
が
発
生
し
て
も
、
速

や
か
に
安
全
な
場
所
に
避
難

し
、
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
全
学
年

で
防
災
の
授
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

【
布
施
小
学
校
】

　
『
郷
土
を
愛
し
、
健
康
で
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
身

に
つ
け
た
、
た
く
ま
し
い
児

童
の
育
成
』

　

少
人
数
と
い
う
本
校
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
児
童
ひ

と
り
ひ
と
り
の
学
び
の
状
況

に
応
じ
て
、
き
め
細
や
か
な

指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
特
に
、
ド
リ
ル
学
習
や

音
読
指
導
等
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
の
定
着
を
図
る

指
導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
に
親
し
む
子
ど
も
を

育
む
た
め
に
朝
読
書
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
学

習
や
体
験
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
特
に
「
運
動
会
」

や
「
布
施
ま
つ
り
」
は
郷
土
愛

を
育
む
場
と
し
て
、
地
域
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、「
お
米

作
り
、」
お
飾
り
づ
く
り
」「
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
学
級
等
」、
地
域
の

方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
て
の

学
習
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
や
社
会
性
等
の
豊

か
な
心
を
育
む
た
め
、「
さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
運
動
」、
全
校
縦
割

り
班
で
の
遠
足
や
業
間
体
育
、

「
命
を
大
切
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
職
員
で
全
校
児
童

を
理
解
・
支
援
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
の
授
業
研
究
は
も
と

よ
り
、「
チ
ー
バ
く
ん
マ
ラ
ソ

ン
」
や
「
わ
ん
ぱ
く
タ
イ
ム

(

ロ
ン
グ
昼
休
み)

」、「
青
空
タ

イ
ム(

業
間
体
育)

」
で
様
々
な

運
動
に
親
し
む
よ
う
に
外
遊

び
を
励
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
保
健
会
委
員
会
で

学
校
医
、
保
護
者
と
連
携
し
、

子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
の

協
議
の
実
施
や
、「
親
子
で
考

え
る
食
育
教
室
」、「
ふ
れ
あ

い
給
食
」
を
実
施
し
、
食
育

の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
ぐ
る
み
の
教
育
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

感
性
を
育
む

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り



②御宿中学校体育館・柔剣道場の竣工、
　　　　　　　　　　　　　グラウンド整備開始
　御宿中学校体育館及び有剣道場の竣工式が４月２４日に行われました。環境に優しく、機能的
なこの体育館は、雨水タンクや外部電源取込口の設置が施され、防災の拠点としての活用を期待
されます。また、中学校グラウンド整備工事を７月に着工し、現在工事が進んでいます。土は野

球場の内野を除き、飛散防止効果のあるグリーンサンドを使用し、雨水を利用した散水
機能を有したグラウンドとなっています。

③メキシコ テカマチャルコ市と
                             姉妹都市へ
　１０月２１日から３０日までの１０日間に渡り、１１名からな
るメキシコ友好親善使節団が派遣され、日西墨交流発祥の地であ
る御宿町と、岩和田の人たちによって助けられたメキシコの英雄
ドン・ロドリゴ・デ・ビベロの生誕地であるテカマチャルコ市と
の姉妹都市協定が現地時間の１０月２３日に締結されました。

④地域防災計画、
　津波ハザードマップの見直し等
　　　　　　　　　　防災体制の強化に取り組む
　地域防災計画は平成２５年３月に見直しが行われ、地域防災力の向上、町内体制の強化、避難
所運営体制及び備蓄品の見直し、防災拠点施設の整備、津波対策の強化・推進、放射性物質事故
対策策定の６点について修正しました。
　また、それに伴い津波浸水地域や避難所の見直しを行いました。
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10大
ニュース

①“笑顔と夢が膨らむまち”
　　　　　　　　御宿町第４次総合計画始まる。
　この計画は、今後１０年間の町政運営の軸となるもので、町政全般にわたる総合的かつ最上位
の計画です。「安全安心なくらしの実現」、「福祉・教育の充実、子育て支援」「自然環境の活用と
保全」、「産業連携の活性化」の４つを特色あるまちづくりの重点項目と定め、町と住民の皆さん
との「協働」により、住んで良かったと思えるような町を実現することを目標としています。



⑥ライフセービング
　 ウィーク御宿２０１３開催
　国際大会と国内大会との初めての同時開催
によるイベント「ライフセービングウィーク
御宿２０１３」が９月１５日から２９日に開
催され、日本はもちろんのこと、オーストラ
リア、ニュージーランド、アメリカ、カナダ
等、世界各地より集まったライフセーバーた
ちが、日々磨いてきたライフセービングの技
術を競い合いました。

⑤町有地の有効活用
　中央国際高等学校　開校
　平成２４年度に県より購入した勝浦若潮高校
御宿校舎跡地に私立中央国際高等学校が開校し
ました。主に６月、１１月の年２回、御宿の校
舎に首都圏から全生徒が集合し、スクーリング
を行う予定で、生徒の宿泊は町内の施設の利用
を予定しています。

⑦
御
宿
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　委
員
選
挙
執
行

　

御
宿
町
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
地
域
の
農

業
者
の
代
表
と
し
て
、
優
良
農

地
の
確
保
、
農
地
の
効
率
的
な

利
用
の
あ
っ
せ
ん
、
争
議
の
防

止
、
農
地
事
情
の
改
善
等
、
地

域
の
農
業
の
発
展
に
関
す
る
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
農
業
経
営

の
安
定
化
に
向
け
た
農
地
の
適

正
管
理
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑧
高
齢
者
が
働
く
場
を
！

　

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
ス
タ
ー
ト

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
、
今
ま
で
の
経
験
や
技
術
な
ど
を

生
か
し
、
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

働
く
場
づ
く
り
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材

バ
ン
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
と
は
、
会
員

登
録
を
し
た
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

（
概
ね
60
歳
以
上
）
に
町
内
の
家
庭
等

か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
仕
事
を
紹
介
す
る

と
こ
ろ
で
、
現
在
20
名
が
登
録
さ
れ
い

ま
す
。

⑩
高
齢
者
福
祉
事
業
巡
回
型
「
元
気
い
き
い
き　

　

教
室
」、「
鶴
亀
教
室
」
の
開
催

　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
に
は
、
よ

り
多
く
の
人
に
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
「
元

気
い
き
い
き
教
室
」、「
鶴
亀
学
校
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
元
気
い
き
い
き

教
室
」
は
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
、
従
来
の

時
通
所
型
か
ら
巡
回

型
へ
変
え
、
介
護
予

防
の
講
話
や
ゴ
ム

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
御
宿
町
保
育
所
建
設
の
検
　

　
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
進
む
御
宿
・
岩
和
田
両
保

育
所
の
統
合
と
移
設
に
向
け
て
、
御
宿

町
保
育
所
施
設
等
建
設
検
討
委
員
会
が

発
足
し
、
子
育
て
支
援
の
中
核
施
設
と

な
る
新
た
な
保
育

所
の
建
設
場
所
や

施
設
条
件
等
の
答

申
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
を

基
に
新
た
な
委
員

会
を
発
足
さ
せ
具

体
的
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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2.76

2.56
5.12

5.12
20.5

33.1

10.3

8.24

20.5

自　然
面積（概要調書）　　　　　　  （H25.1.1）

1.12km2

年別気温・降雨量（勝浦測候所）

年（1月から12月） 年平均
気温（℃）

最高気温
（℃）

最低気温
（℃）

降雨量
（ｍｍ）

平成19年 16.3 32.7 0.2 1,975.5

平成20年 15.9 31.9 － 1.1 2,094.0

平成21年 16.0 30.9 0.2 2,152.0

平成22年 16.2 32.5 － 0.7 2,317.5

平成23年 15.9 32.9 － 1.3 1,568.0

平成24年 15.8 32.4 － 2.1 2,043.0

Data File ONJUKU

資　料　編
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人口

行政区分 世帯数
人　　口（人）

男 女 計

須　　　賀

浜

高　山　田

久　　　保

新　　　町

六　軒　町

岩　和　田

実谷 ･七本

上　布　施

御　宿　台

合　　　計

（H25.11.30）総数7,994人

男3,798 女4,196

５歳階級別人口（住民基本台帳 )行政区別世帯数と人口（住民基本台帳 )　（H25.11.30）

年次 世帯数
人　　口（人） 1世帯

平均人口
人口密度
人／ k㎡計 男 女

S 30 2,022 9,753 4,519 5,234 4.8 391 

35 2,047 9,273 4,313 4,960 4.5 372

40 2,068 8,815 4,053 4,762 4.3 354

45 2,136 8,470 3,853 4,617 4.0 340

50 2,263 8,484 3,960 4,524 3.7 340

55 2,432 8,486 4,027 4,459 3.5 341

60 2,452 8,267 3,948 4,319 3.4 332

H 2 2,469 7,939 3,763 4,176 3.2 319

7 2,659 8,129 3,850 4,279 3.1 326

12 2,834 8,019 3,777 4,242 2.8 322

17 2,993 7,942 3,753 4,189 2.7 319

22 3,109 7,738 3,635 4,103 2.5 311

人口の推移（国勢調査）　　　　　　　　　　（各年 10月 1日現在） 人口動態の推移　　

年度
自然動態 社会動態

出生 死亡 婚姻 離婚 転入 転出

H 12 41 97 29 14 337 331

13 50 97 39 12 299 285

14 39 137 28 7 328 308

15 43 103 19 14 387 272

16 29 139 29 13 339 295

17 30 111 25 18 300 294

18 40 96 27 12 325 296

19 32 129 28 11 316 266

20 48 114 28 9 289 219

21 38 123 25 8 343 261

22 31 130 25 14 319 231

23

24

27 149 16 12 344 247

28 148 32 5 291 268

※出生、死亡、転入、転出は住民基本台帳の数値を
使用しています。

※婚姻、離婚は、御宿町役場窓口に提出された数値
を使用しています。
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歴代議長（町村合併後）　　　　　　　　　（H25.12.1）

氏　　名 就任年月日 退任年月日
吉 野 　 要 昭和３０．３．３１ 昭和３２．９．３０
浅 野 航 海 昭和３２．１０．１ 昭和３４．９．３０
新 井 清 治 昭和３４．１０．１ 昭和４０．９．３０
関 　 龍 雄 昭和４０．１０．１ 昭和４４．９．３０
中 村 喜 一 昭和４４．１０．１１ 昭和４８．１０．３１
江 沢 冨 士 松 昭和４８．１２．４ 昭和５０．９．３０
岩 崎 栄 一 郎 昭和５０．１０．１ 昭和５４．９．３０
石 田 行 雄 昭和５４．１０．１ 昭和５６．９．３０
井 上 泰 爾 昭和５６．１０．１ 昭和５８．９．３０
井 上 浩 一 昭和５８．１０．１ 昭和６０．３．１２
白 鳥 時 雄 昭和６０．４．１６ 昭和６２．９．３０
関 野 正 治 昭和６２．１０．１ 平成元年９．２１
佐 藤 高 二 平成元年９．２１ 平成３．９．３０
君 塚 秀 雄 平成３．１０．８ 平成５．９．２１
岡 村 甲 純 平成５．９．２１ 平成７．９．３０
鶴 岡 清 二 平成７．１０．９ 平成９．９．１８
貝 塚 貞 利 平成９．９．１８ 平成１０．９．１７
君 塚 亮 一 平成１０．９．１７ 平成１１．９．３０
貝 塚 嘉 軼 平成１１．１０．７ 平成１３．９．１４
伊 藤 博 明 平成１３．９．１４ 平成１５．９．３０
伊 藤 博 明 平成１５．１０．２ 平成１９．９．３０
新 井 　 明 平成１９．１０．５ 平成２３．９．３０
中 村 俊 六 郎 平成２３．１０．５ 在任中

区分 地　　区 計 男 女
第１

投票区 久保・新町・六軒町

第２
投票区 須賀・浜・高山田

第３
投票区 岩和田

第４
投票区 上布施

第５
投票区 実谷・七本

第６
投票区 御宿台

総　　　数

投票区別有権者数　　　　　　　　　　（H25.12.2）

歴代町長　　　　　　　　　　　　　　　（H25.12.25）

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
町長職務

（執行者） 大 地 重 直 昭和３０．３．３１ ５１．５．０３和昭

1 井 上 文 吉 ４１．５．２４和昭６１．５．０３和昭
2 岩 井 敏 夫 ４１．５．４５和昭５１．５．２４和昭
3 高 梨 秀 治 ４１．５．２６和昭５１．５．４５和昭
4 滝 口 栄 蔵 ５２．１．６成平５１．５．２６和昭
5 伊 藤 治 昌 ２１．３．０１成平３１．３．６成平
6 加 藤 　 長 ４２．１１．２１成平３１．３．０１成平
7 井 上 七 郎 ４２．２１．２１成平 ３２．２１．０２成平
8 ４２．２１．０２成平 在任中

歴代助役

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
1 相原誠三郎 ７１．０１．８３和昭８１．０１．０３和昭
2 岩 井 敏 夫 昭和３９． ０１．１ 昭和４２． ７１．４
3 佐 藤 清 司 ０２．２１．２４和昭 １３．０１．５４和昭
4 浅 野 興 典 昭和４７．４．1 昭和５４． ４１．５
5 池 田 覚 道 昭和５５．３．１ 昭和６２． ４１．５
6 大 谷 良 司 昭和６２． ５１．６ 平成７． ４１．６
7 加 藤 　 長 平成７． ５１．６ 平成 ５１．１１．９
8 関 　 邦 昭 平成１０．７．１ 平成１２． ５１．３
9 吉 野 和 美 平成１３．７．1 平成１9．３．３１

歴代収入役

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
1 相原誠三郎 昭和２９． ７１．０１．０３和昭３１．２
2 佐 藤 清 司 ９１．２１．２４和昭８１．０１．０３和昭
3 浅 野 興 典 ０２．２１．２４和昭 昭和４７．３．３１
4 和 田 正 美 昭和４７．４．1 昭和５４． ４１．５
5 岩 瀬 　 剛 昭和５４．７．1 昭和６２． ４１．５
6 吉 田 庸 二 昭和６２． ５１．６ 平成１１． ４１．６
7 五十嵐義昭 平成１１． ５１．６ １３．２１．7１成平

最近の選挙における投票状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　（H25.12.1）

選 　挙 　名 執行年月日
当日有権者数 投票者数 投票率（％）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

H19.4.1地方自治法改正により助役制度が副町長制度となりま
した。（現在、副町長不在）

H18.4.1条例制定により置かないこととなりました。
H19.4.1地方自治法改正により収入役制度が廃止となりました。

県 議 会 議 員 選 挙 勝浦市・夷隅郡選挙区無投票H23.4.10

町 議 会 議 員 選 挙 H23.9.18 7,026 3,316 3,710 5,301 2,479 2,822 75.45 74.76 76.06

参議院議員選挙（県選出） H25.7.21 7,043 3,311 3,732 3,864 1,892 1,972 54.86 57.14 52.84

衆議院議員選挙（小選挙区） H24.12.16 7,039 3,308 3,731 5,586 2,641 2,945 79.36 79.84 78.93

県 知 事 選 挙 H25.3.17 6,969 3,277 3,692 3,199 1,508 1,691 45.90 46.02 45.80 

町 長 選 挙 H24.12.16 6,993 3,288 3,705 5,557 2,623 2,934 79.47 79.77 79.19

町 農 業 委 員 会 委 員 選 挙 H25.3.3 419 231 188 308 178 130 73.51 77.06 69.15

2,452

1,559

928

516

353

1,257

7,065

1,149

767

429

248

165

573

3,331

1,303

792

499

268

188

684

3,734

行政・議会
機構・組織（行政・議会・教育委員会等）図　

  区分

年次

定例会 臨時会 請願
陳述
件数回数 会期 町長提

出議案
議員提
出議案 回数 会期 町長提

出議案
議員提
出議案

Ｈ15 4 11 41 1 6 6 14 9 2
16 4 14 52 14 2 2 4 0 4
17 4 11 47 6 2 2 10 0 2
18 4 14 69 9 2 2 3 0 6
19 4 13 76 6 2 2 4 9 4
20 4 12 63 6 1 1 1 0 2
21 4 28 48 9 7 7 22 2 3
22 4 7 49 6 3 3 12 0 5

23 4 13 55 5 4 4 7 10 1

4 11 73 7 2 2 8 4 3
24 4 13 56 15 1 1 1 0 7
25

議　　会 （H25.12.1）
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（１月～ 12 月）

議会の開催状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H25.12）

◎議員定数 12人
）8（7　　　　会員委務総　会員委任常◎
）8（8　　　会員委設建業産　　　　　　　

数定員委内） （）8（7　　　会員委生民育教　　　　　　　

課　室　名
職　　員　　数

総数 男 女

総 務 課

企 画 財 政 課

税 務 住 民 課

産 業 観 光 課

建 設 環 境 課

保 健 福 祉 課

会 計 室

議 会 事 務 局

教 育 課

公 民 館

保 育 所

調 理 場

合　計

課別職員数　　　　　　　（H25.4）
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歴代議長（町村合併後）　　　　　　　　　（H25.12.1）

氏　　名 就任年月日 退任年月日
吉 野 　 要 昭和３０．３．３１ 昭和３２．９．３０
浅 野 航 海 昭和３２．１０．１ 昭和３４．９．３０
新 井 清 治 昭和３４．１０．１ 昭和４０．９．３０
関 　 龍 雄 昭和４０．１０．１ 昭和４４．９．３０
中 村 喜 一 昭和４４．１０．１１ 昭和４８．１０．３１
江 沢 冨 士 松 昭和４８．１２．４ 昭和５０．９．３０
岩 崎 栄 一 郎 昭和５０．１０．１ 昭和５４．９．３０
石 田 行 雄 昭和５４．１０．１ 昭和５６．９．３０
井 上 泰 爾 昭和５６．１０．１ 昭和５８．９．３０
井 上 浩 一 昭和５８．１０．１ 昭和６０．３．１２
白 鳥 時 雄 昭和６０．４．１６ 昭和６２．９．３０
関 野 正 治 昭和６２．１０．１ 平成元年９．２１
佐 藤 高 二 平成元年９．２１ 平成３．９．３０
君 塚 秀 雄 平成３．１０．８ 平成５．９．２１
岡 村 甲 純 平成５．９．２１ 平成７．９．３０
鶴 岡 清 二 平成７．１０．９ 平成９．９．１８
貝 塚 貞 利 平成９．９．１８ 平成１０．９．１７
君 塚 亮 一 平成１０．９．１７ 平成１１．９．３０
貝 塚 嘉 軼 平成１１．１０．７ 平成１３．９．１４
伊 藤 博 明 平成１３．９．１４ 平成１５．９．３０
伊 藤 博 明 平成１５．１０．２ 平成１９．９．３０
新 井 　 明 平成１９．１０．５ 平成２３．９．３０
中 村 俊 六 郎 平成２３．１０．５ 在任中

区分 地　　区 計 男 女
第１

投票区 久保・新町・六軒町

第２
投票区 須賀・浜・高山田

第３
投票区 岩和田

第４
投票区 上布施

第５
投票区 実谷・七本

第６
投票区 御宿台

総　　　数

投票区別有権者数　　　　　　　　　　（H25.12.2）

歴代町長　　　　　　　　　　　　　　　（H25.12.25）

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
町長職務

（執行者） 大 地 重 直 昭和３０．３．３１ ５１．５．０３和昭

1 井 上 文 吉 ４１．５．２４和昭６１．５．０３和昭
2 岩 井 敏 夫 ４１．５．４５和昭５１．５．２４和昭
3 高 梨 秀 治 ４１．５．２６和昭５１．５．４５和昭
4 滝 口 栄 蔵 ５２．１．６成平５１．５．２６和昭
5 伊 藤 治 昌 ２１．３．０１成平３１．３．６成平
6 加 藤 　 長 ４２．１１．２１成平３１．３．０１成平
7 井 上 七 郎 ４２．２１．２１成平 ３２．２１．０２成平
8 ４２．２１．０２成平 在任中

歴代助役

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
1 相原誠三郎 ７１．０１．８３和昭８１．０１．０３和昭
2 岩 井 敏 夫 昭和３９． ０１．１ 昭和４２． ７１．４
3 佐 藤 清 司 ０２．２１．２４和昭 １３．０１．５４和昭
4 浅 野 興 典 昭和４７．４．1 昭和５４． ４１．５
5 池 田 覚 道 昭和５５．３．１ 昭和６２． ４１．５
6 大 谷 良 司 昭和６２． ５１．６ 平成７． ４１．６
7 加 藤 　 長 平成７． ５１．６ 平成 ５１．１１．９
8 関 　 邦 昭 平成１０．７．１ 平成１２． ５１．３
9 吉 野 和 美 平成１３．７．1 平成１9．３．３１

歴代収入役

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
1 相原誠三郎 昭和２９． ７１．０１．０３和昭３１．２
2 佐 藤 清 司 ９１．２１．２４和昭８１．０１．０３和昭
3 浅 野 興 典 ０２．２１．２４和昭 昭和４７．３．３１
4 和 田 正 美 昭和４７．４．1 昭和５４． ４１．５
5 岩 瀬 　 剛 昭和５４．７．1 昭和６２． ４１．５
6 吉 田 庸 二 昭和６２． ５１．６ 平成１１． ４１．６
7 五十嵐義昭 平成１１． ５１．６ １３．２１．7１成平

最近の選挙における投票状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　（H25.12.1）

選 　挙 　名 執行年月日
当日有権者数 投票者数 投票率（％）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

H19.4.1地方自治法改正により助役制度が副町長制度となりま
した。（現在、副町長不在）

H18.4.1条例制定により置かないこととなりました。
H19.4.1地方自治法改正により収入役制度が廃止となりました。

県 議 会 議 員 選 挙 勝浦市・夷隅郡選挙区無投票H23.4.10

町 議 会 議 員 選 挙 H23.9.18 7,026 3,316 3,710 5,301 2,479 2,822 75.45 74.76 76.06

参議院議員選挙（県選出） H25.7.21 7,043 3,311 3,732 3,864 1,892 1,972 54.86 57.14 52.84

衆議院議員選挙（小選挙区） H24.12.16 7,039 3,308 3,731 5,586 2,641 2,945 79.36 79.84 78.93

県 知 事 選 挙 H25.3.17 6,969 3,277 3,692 3,199 1,508 1,691 45.90 46.02 45.80 

町 長 選 挙 H24.12.16 6,993 3,288 3,705 5,557 2,623 2,934 79.47 79.77 79.19

町 農 業 委 員 会 委 員 選 挙 H25.3.3 419 231 188 308 178 130 73.51 77.06 69.15

2,452

1,559

928

516

353

1,257

7,065

1,149

767

429

248

165

573

3,331

1,303

792

499

268

188

684

3,734

行政・議会
機構・組織（行政・議会・教育委員会等）図　

  区分

年次

定例会 臨時会 請願
陳述
件数回数 会期 町長提

出議案
議員提
出議案 回数 会期 町長提

出議案
議員提
出議案

Ｈ15 4 11 41 1 6 6 14 9 2
16 4 14 52 14 2 2 4 0 4
17 4 11 47 6 2 2 10 0 2
18 4 14 69 9 2 2 3 0 6
19 4 13 76 6 2 2 4 9 4
20 4 12 63 6 1 1 1 0 2
21 4 28 48 9 7 7 22 2 3
22 4 7 49 6 3 3 12 0 5

23 4 13 55 5 4 4 7 10 1

4 11 73 7 2 2 8 4 3
24 4 13 56 15 1 1 1 0 7
25

議　　会 （H25.12.1）
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（１月～ 12 月）

議会の開催状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H25.12）

◎議員定数 12人
）8（7　　　　会員委務総　会員委任常◎
）8（8　　　会員委設建業産　　　　　　　

数定員委内） （）8（7　　　会員委生民育教　　　　　　　

課　室　名
職　　員　　数

総数 男 女

総 務 課

企 画 財 政 課

税 務 住 民 課

産 業 観 光 課

建 設 環 境 課

保 健 福 祉 課

会 計 室

議 会 事 務 局

教 育 課

公 民 館

保 育 所

調 理 場

合　計

課別職員数　　　　　　　（H25.4）
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財　政
平成24年度一般会計歳入決算

年度
科目

平成 24年度 平成 23年度

決算額① 決算額②

1 町 税

2 地 方 譲 与 税

3 利 子 割 交 付 金

4 配 当 割 交 付 金

5 株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金

6 地 方 消 費
税 交 付 金

7 ゴ ル フ 場
利 用 税 交 付 金

8 自 動 車 取 得
税 交 付 金

9 地 方 特 例
交 付 金

10 地 方 交 付 税

内　

訳

普 通

特 別

11 交 通 安 全 特 別
対 策 交 付 金

12 分 担 金 及
び 負 担 金

13

14

15

国 庫 支 出 金

16

県 支 出 金

17

財 産 収 入

18

寄 附 金

19

繰 入 金

20

繰 越 金

21

諸 収 入

町 債

合　　計

歳　入
（単位：千円  ％）

平成24年度一般会計
歳入財源別構成比

使用料、手数料、
財産収入、
寄附金2.1%

依存財源
55.3%

自主財源
44.7%

使 用 料 及
び 手 数 料

978,988

42,247

1,441

1,621

473

61,208

20,961

11,880

1,389

1,075,519

970,615

104,904

1,155

242,500

60,759

287,196

178,129

15,438

90

128,128

251,996

66,234

469,500

3,896,852

964,713

44,687

1,695

1,990

405

62,147

20,872

13,024

13,968

1,120,656

1,010,789

109,867

1,141

268,680

53,545

164,894

222,557

17,190

1,391

46,992

226,360

122,244

185,700

3,554,851

14,275

▲ 2,440

▲ 254

▲ 369

68

▲ 939

89

▲ 1,144

▲ 12,579

▲ 45,137

▲ 40,174

▲ 4,963

14

▲ 26,180

7,214

122,302

▲ 44,428

▲ 1,752

▲ 1,301

81,136

25,636

▲ 56,010

283,800

342,001

1.5

▲ 5.5

▲ 15.0

▲ 18.5

16.8

▲ 1.5

0.4

▲ 8.8

▲ 90.1

▲ 4.0

▲ 4.0

▲ 4.5

1.2

▲ 9.7

13.5

74.2

▲ 20.0

▲ 10.2

▲ 93.5

172.7

11.3

▲ 45.8

152.8

9.6

分担金及び
負担金 6.2%
分担金及び
負担金 6.2%

繰入金
3.3%
繰入金
3.3%

繰越金
6.4%
繰越金
6.4%

地方譲与税等
各種交付金
（地方譲与税～
地方特例交付金、
交通安全特別対策交付金）
4.0%

地方譲与税等
各種交付金
（地方譲与税～
地方特例交付金、
交通安全特別対策交付金）
4.0%

国庫
支出金
7.3%

国庫
支出金
7.3%

県
支出金
4.5%

県
支出金
4.5%

諸収入
1.7%
諸収入
1.7%

町税
25.0%
町税

25.0%

町債
12.0%
町債
12.0%

歳入総額
38億9,685万
2千円

地方交付税
27.5%

地方交付税
27.5%

比　　　　較
①－②

③
③ /②
× 100

平成 24年度一般会計歳出決算平成 24年度一般会計
目的別歳出構成比 　

歳　出
（単位：千円  ％）

財政の変遷
（単位：千円）

年度 当　初
予算額

決算額 地　　方
交付税額

地方債
現在高歳入 歳出

H14 3,446,000 3,582,221 3,505,947 892,550 3,508,701 

15 2,930,000 3,117,619 2,987,087 778,340 3,677,163 

16 3,353,000 3,605,602 3,400,397 749,431 3,962,669 

17 3,491,000 3,907,242 3,728,482 729,828 4,364,131 

18 2,731,000 3,001,895 2,808,157 798,676 4,240,511 

19 2,748,000 3,071,376 2,923,047 802,373 4,098,612

20 2,770,000 3,056,516 2,871,169 865,119 3,922,612 

21 2,664,000 3,373,155 3,152,291 947,476 3,694,063 

22 2,930,000 3,496,477 3,269,253 1,063,386 3,403,340 

23 3,140,000 3,554,851 3,302,855 1,120,656 3,226,470

24 3,490,000 3,896,852 3,692,887 1,075,519 3,373,815

性質別歳出
（単位：千円  ％）

年度

科目

平成 24年度 平成 23年度 比　　　　較

決算額① 構成比 決算額② ①－②
③

③ /②
× 100

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 農林水産業費

6 商 工 費

7 土 木 費

8 消 防 費

9 教 育 費

10 災 害 復 旧 費

11 公 債 費

合　　計

　　　年度
 科目

平成
24年度

平成
23年度  比　較

決算額① 決算額② ①－② 
③

③/② 
×100

人 件 費

物 件 費

維持補修費

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設
事 業 費
災 害 復 旧
事 業 費

公 債 費

繰 出 金

そ の 他
（積立金等）

合 　 計

77,367

685,577

855,127

527,973

91,142

103,924

73,592

197,814

690,863

914

388,594

3,692,887

740,448

688,849

7,373

240,499

411,134

722,870

914

388,594

318,359

173,847

3,692,887

750,091

698,782

14,428

224,553

428,860

279,836

55,759

434,996

305,542

110,008

3,302,855

▲ 9,643

▲ 9,933

▲ 7,055

15,946

▲ 17,726

443,034

▲ 54,845

▲ 46,402

12,817

63,839

390,032

▲ 1.3

▲ 1.4

▲ 48.9

7.1

▲ 4.1

158.3

▲ 98.4

▲ 10.7

4.2

58.0

11.8

2.1

18.5

23.1

14.3

2.5

2.8

2.0

5.4

18.7

0.1

10.5

100.0

85,996

774,574

743,867

499,591

79,124

135,313

80,946

222,517

190,172

55,759

434,996

3,302,855

▲ 8,629

▲ 88,997

111,260

28,382

12,018

▲ 31,389

▲ 7,354

▲ 24,703

500,691

▲ 54,845

▲ 46,402

390,032

▲ 10.0

▲ 11.5

15.0

5.7

15.2

▲ 23.2

▲ 9.1

▲ 11.1

263.3

▲ 98.4

▲ 10.7

11.8

総務費
18.5%
総務費
18.5%

民生費
23.1%
民生費
23.1%

衛生費
14.3%
衛生費
14.3%

公債費
10.5%
公債費
10.5%

教育費
18.7%
教育費
18.7%

消防費
5.4%
消防費
5.4%

歳出総額
36億9,288万
7千円

土木費
2.0%
土木費
2.0%

商工費
2.8%
商工費
2.8%

議会費
2.1%
議会費
2.1%

災害復旧費
0.1％

災害復旧費
0.1％

農林水産業費
2.5%

農林水産業費
2.5%
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財　政
平成24年度一般会計歳入決算

年度
科目

平成 24年度 平成 23年度

決算額① 決算額②

1 町 税

2 地 方 譲 与 税

3 利 子 割 交 付 金

4 配 当 割 交 付 金

5 株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金

6 地 方 消 費
税 交 付 金

7 ゴ ル フ 場
利 用 税 交 付 金

8 自 動 車 取 得
税 交 付 金

9 地 方 特 例
交 付 金

10 地 方 交 付 税

内　

訳

普 通

特 別

11 交 通 安 全 特 別
対 策 交 付 金

12 分 担 金 及
び 負 担 金

13

14

15

国 庫 支 出 金

16

県 支 出 金

17

財 産 収 入

18

寄 附 金

19

繰 入 金

20

繰 越 金

21

諸 収 入

町 債

合　　計

歳　入
（単位：千円  ％）

平成24年度一般会計
歳入財源別構成比

使用料、手数料、
財産収入、
寄附金2.1%

依存財源
55.3%

自主財源
44.7%

使 用 料 及
び 手 数 料

978,988

42,247

1,441

1,621

473

61,208

20,961

11,880

1,389

1,075,519

970,615

104,904

1,155

242,500

60,759

287,196

178,129

15,438

90

128,128

251,996

66,234

469,500

3,896,852

964,713

44,687

1,695

1,990

405

62,147

20,872

13,024

13,968

1,120,656

1,010,789

109,867

1,141

268,680

53,545

164,894

222,557

17,190

1,391

46,992

226,360

122,244

185,700

3,554,851

14,275

▲ 2,440

▲ 254

▲ 369

68

▲ 939

89

▲ 1,144

▲ 12,579

▲ 45,137

▲ 40,174

▲ 4,963

14

▲ 26,180

7,214

122,302

▲ 44,428

▲ 1,752

▲ 1,301

81,136

25,636

▲ 56,010

283,800

342,001

1.5

▲ 5.5

▲ 15.0

▲ 18.5

16.8

▲ 1.5

0.4

▲ 8.8

▲ 90.1

▲ 4.0

▲ 4.0

▲ 4.5

1.2

▲ 9.7

13.5

74.2

▲ 20.0

▲ 10.2

▲ 93.5

172.7

11.3

▲ 45.8

152.8

9.6

分担金及び
負担金 6.2%
分担金及び
負担金 6.2%

繰入金
3.3%
繰入金
3.3%

繰越金
6.4%
繰越金
6.4%

地方譲与税等
各種交付金
（地方譲与税～
地方特例交付金、
交通安全特別対策交付金）
4.0%

地方譲与税等
各種交付金
（地方譲与税～
地方特例交付金、
交通安全特別対策交付金）
4.0%

国庫
支出金
7.3%

国庫
支出金
7.3%

県
支出金
4.5%

県
支出金
4.5%

諸収入
1.7%
諸収入
1.7%

町税
25.0%
町税

25.0%

町債
12.0%
町債
12.0%

歳入総額
38億9,685万
2千円

地方交付税
27.5%

地方交付税
27.5%

比　　　　較
①－②

③
③ /②
× 100

平成 24年度一般会計歳出決算平成 24年度一般会計
目的別歳出構成比 　

歳　出
（単位：千円  ％）

財政の変遷
（単位：千円）

年度 当　初
予算額

決算額 地　　方
交付税額

地方債
現在高歳入 歳出

H14 3,446,000 3,582,221 3,505,947 892,550 3,508,701 

15 2,930,000 3,117,619 2,987,087 778,340 3,677,163 

16 3,353,000 3,605,602 3,400,397 749,431 3,962,669 

17 3,491,000 3,907,242 3,728,482 729,828 4,364,131 

18 2,731,000 3,001,895 2,808,157 798,676 4,240,511 

19 2,748,000 3,071,376 2,923,047 802,373 4,098,612

20 2,770,000 3,056,516 2,871,169 865,119 3,922,612 

21 2,664,000 3,373,155 3,152,291 947,476 3,694,063 

22 2,930,000 3,496,477 3,269,253 1,063,386 3,403,340 

23 3,140,000 3,554,851 3,302,855 1,120,656 3,226,470

24 3,490,000 3,896,852 3,692,887 1,075,519 3,373,815

性質別歳出
（単位：千円  ％）

年度

科目

平成 24年度 平成 23年度 比　　　　較

決算額① 構成比 決算額② ①－②
③

③ /②
× 100

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 農林水産業費

6 商 工 費

7 土 木 費

8 消 防 費

9 教 育 費

10 災 害 復 旧 費

11 公 債 費

合　　計

　　　年度
 科目

平成
24年度

平成
23年度  比　較

決算額① 決算額② ①－② 
③

③/② 
×100

人 件 費

物 件 費

維持補修費

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設
事 業 費
災 害 復 旧
事 業 費

公 債 費

繰 出 金

そ の 他
（積立金等）

合 　 計

77,367

685,577

855,127

527,973

91,142

103,924

73,592

197,814

690,863

914

388,594

3,692,887

740,448

688,849

7,373

240,499

411,134

722,870

914

388,594

318,359

173,847

3,692,887

750,091

698,782

14,428

224,553

428,860

279,836

55,759

434,996

305,542

110,008

3,302,855

▲ 9,643

▲ 9,933

▲ 7,055

15,946

▲ 17,726

443,034

▲ 54,845

▲ 46,402

12,817

63,839

390,032

▲ 1.3

▲ 1.4

▲ 48.9

7.1

▲ 4.1

158.3

▲ 98.4

▲ 10.7

4.2

58.0

11.8

2.1

18.5

23.1

14.3

2.5

2.8

2.0

5.4

18.7

0.1

10.5

100.0

85,996

774,574

743,867

499,591

79,124

135,313

80,946

222,517

190,172

55,759

434,996

3,302,855

▲ 8,629

▲ 88,997

111,260

28,382

12,018

▲ 31,389

▲ 7,354

▲ 24,703

500,691

▲ 54,845

▲ 46,402

390,032

▲ 10.0

▲ 11.5

15.0

5.7

15.2

▲ 23.2

▲ 9.1

▲ 11.1

263.3

▲ 98.4

▲ 10.7

11.8

総務費
18.5%
総務費
18.5%

民生費
23.1%
民生費
23.1%

衛生費
14.3%
衛生費
14.3%

公債費
10.5%
公債費
10.5%

教育費
18.7%
教育費
18.7%

消防費
5.4%
消防費
5.4%

歳出総額
36億9,288万
7千円

土木費
2.0%
土木費
2.0%

商工費
2.8%
商工費
2.8%

議会費
2.1%
議会費
2.1%

災害復旧費
0.1％

災害復旧費
0.1％

農林水産業費
2.5%

農林水産業費
2.5%
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福祉避難所

交通・防災
自動車保有台数の推移
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交通事故発生件数の推移

区分
年 発生件数 死者数 負傷者数

H19 30 0 40

20 29 1 35

21 20 1 30

22 19 0 27

23

24

23 0 30

20 0 25

消防の施設状況

消 防 ポ ン プ 車 6台 防 火 水 槽 84か所
水 槽 付 ポ ン プ 車 1台 消 火 栓 177台
軽小型ポンプ積載車 1台 小 型 ポ ン プ 4台
指 揮 広 報 車 1台 小型ポンプ積載照明車 1台
防 災 広 報 車 1台

（H25.4.1）

（H25.4.1）

消防団

団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計

1 3 12 5 9 30 136 196

（H25.4.1）

災発生件数

年次
火災件数 火災面積（㎡）

総数 建物 山林
原野 その他 建物 山林

その他
H20 5 2 0 3 1.6 0

21 1 1 0 0 89.0 0

22 3 1 0 2 236 0

23 2 1 1 0 26 150

24 1 0 0 1 0 5,000

（H25.12.1）

災害時の避難場所

名　称 所在地

1 御宿中学校 新町68-2

2 旧岩和田小学校 岩和田1084

3 布施小学校 上布施909

4 旧御宿高校 久保1528

5 町営野球場 久保1135-1

6 御宿児童館 新町419-6

7 実谷区民館 実谷579-1

一時避難場所

8 サンドスキー場 岩和田1354

9 浅間山 新町56

10 御宿台多目的広場 御宿台29-1

11 ビューパレー御宿 須賀488-1

12 ビクトリマンション 久保1878

13 シーサイドパレス御宿 新町816-23

14 ローレルプラザ御宿第1 浜467-3

15 センチュリー御宿シーサイド2号館 浜208-2

16 シーサイドサーフ御宿 新町854

17 エスカール御宿 須賀496-1

18 御宿町地域福祉センター 久保1135-1

　　

（千葉県自動車税事務所調べ 他）

（交通白書）（各年.12.31現在）
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福祉避難所

交通・防災
自動車保有台数の推移
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交通事故発生件数の推移

区分
年 発生件数 死者数 負傷者数

H19 30 0 40

20 29 1 35

21 20 1 30

22 19 0 27

23

24

23 0 30

20 0 25

消防の施設状況

消 防 ポ ン プ 車 6台 防 火 水 槽 84か所
水 槽 付 ポ ン プ 車 1台 消 火 栓 177台
軽小型ポンプ積載車 1台 小 型 ポ ン プ 4台
指 揮 広 報 車 1台 小型ポンプ積載照明車 1台
防 災 広 報 車 1台

（H25.4.1）

（H25.4.1）

消防団

団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計

1 3 12 5 9 30 136 196

（H25.4.1）

災発生件数

年次
火災件数 火災面積（㎡）

総数 建物 山林
原野 その他 建物 山林

その他
H20 5 2 0 3 1.6 0

21 1 1 0 0 89.0 0

22 3 1 0 2 236 0

23 2 1 1 0 26 150

24 1 0 0 1 0 5,000

（H25.12.1）

災害時の避難場所

名　称 所在地

1 御宿中学校 新町68-2

2 旧岩和田小学校 岩和田1084

3 布施小学校 上布施909

4 旧御宿高校 久保1528

5 町営野球場 久保1135-1

6 御宿児童館 新町419-6

7 実谷区民館 実谷579-1

一時避難場所

8 サンドスキー場 岩和田1354

9 浅間山 新町56

10 御宿台多目的広場 御宿台29-1

11 ビューパレー御宿 須賀488-1

12 ビクトリマンション 久保1878

13 シーサイドパレス御宿 新町816-23

14 ローレルプラザ御宿第1 浜467-3

15 センチュリー御宿シーサイド2号館 浜208-2

16 シーサイドサーフ御宿 新町854

17 エスカール御宿 須賀496-1

18 御宿町地域福祉センター 久保1135-1

　　

（千葉県自動車税事務所調べ 他）

（交通白書）（各年.12.31現在）

消火栓の設置個数

地区名 設置個数 地区名 設置個数

須 賀 16 六 軒 町 9

浜 8 岩 和 田 15

高 山 田 6 実谷・七本 12

久 保 13 上 布 施 23

新 町 14 御 宿 台 61

合　　計 177

（H25.12.1）
自主防災組織の状況

設　置　年　月　日 地区名

平成 9年 8月 1日 岩和田

平成 10年 8月 1日 新　町

平成 11年 8月 1日 浜

平成 12年 8月 1日 須　賀

平成 13年 8月 1日 六軒町

平成 14年 8月 1日 久　保

平成 15年 8月 1日 上布施

平成 16年 8月 1日 実　谷

平成 17年 8月 1日 高山田

平成 18年 8月 1日 御宿台

保　健

年度 対象者数 受診者数 受診率
H19 487 317 65.1%
20 470 329 70.0%
21 2,892 355 12.2%
22 2,844 365 12.8%
23 2,843 368 12.9%
24 3,064 345 11.2%
25 3,044 340 11.2%

（保健福祉課調べ　H25.10）

基本健康診査受診状況
年度 対象者数 受診者数 受診率
H16 1,725 1,080 62.6%
17 1,792 1,122 62.6%
18 1,259 812 64.5%
19 943 784 83.1%

胃がん検診受診状況

年度 対象者数 受診者数 受診率
H19 843 637 75.6%
20 817 654 80.0%
21 4,140 575 13.9%
22 4,190 537 12.8%
23 3,640 508 13.9%
24 4,484 535 11.9%
25 4,526 508 11.2%

年度 対象者数 受診者数 受診率
H19 1,420 1,259 88.7%
20 1,399 1,231 88.0％
21 3,905 1,177 30.1％
22 3,810 1,134 29.8％
23 3,800 1,072 28.2%
24 4,354 1,075 24.6％
25 4,922 1,007 20.5％

胸部検診受診状況

乳がん検診受診状況

年度 対象者数 受診者数 受診率
H19 660 542 82.1%
20 686 562 81.9%
21 2,475 598 24.1%
22 2,657 626 23.6%
23 2,640 664 25.1%
24 2,906 621 21.4%
25 2,876 615 21.3%

子宮がん検診受診状況

大腸がん検診受診状況

年度 対象者数 受診者数 受診率
H19 1,220 1,068 87.5%
20 1,204 1,049 87.1%
21 4,489 1,019 22.7%
22 4,115 1,008 24.5%
23 4,102 1,061 25.8%
24 4,891 1,092 22.3%
25 4,414 1,073 24.3%

※平成20年度から従来の基本健康診診査に代わり、医療保険者が
特定健康診査を実施することになりました。

※平成21年度から各検診における対象者数の計算方法が変更とな
りました。



30

2013.12

年金・医療・保健
国民年金受給者の状況 

年　度
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

老齢基礎年金 2,565 1,700,924 2,689 1,783,198

障害基礎年金 97 85,437 104 91,719

遺族基礎年金 22 18,924 28 21,593

寡 婦 年 金 5 2,258 6 2,793

老 齢 年 金 310 141,623 270 123,514

通算老齢年金 106 24,582 101 23,210

旧 国 民 年 金
障 害 保 険 13 11,881 13 11,833

合　計 3,118 1,985,629 3,211 2,057,860

福 祉 年 金 2 811 2 644

2,862 1,908,191

108 94,586

25 18,715

5 2,291

227 105,294

87 20,354

10 8,848

3,324 2,158,279

1 344

（H24決算） 介護申請等の状況

年度 申請
総数

認定
総数

介護サービス利用者
居宅
サービス

施設
サービス

給付金
（千円）

H19 542 526 214 87 531,561

20 600 585 236 82 545,982

21 567 568 281 91 631,502

22 522 496 273 98 686,146

23 599 559 271 104 707,104

24 629 615 308 121 780,175

（保健福祉課調べ）

国民健康保険加入者及び給付状況
（各年度決算）

年度 世帯数
加入者数（人） 医療費（町支弁額）（千円）

一般 退職 国保老人 合計 一般 退職 国保老人 合計

H16 2,433 2,721 533 1,482 4,736 468,746 117,568 895,021 1,481,335 
17 2,471 2,711 590 1,484 4,785 464,672 170,530 949,498 1,584,700 
18 2,492 2,623 700 1,449 4,772 420,852 197,453 824,909 1,443,214
19 2,505 2,528 829 1,386 4,743 426,953 211,990 936,152 1,575,095
20 1,837 3,083 225 0 3,308 553,700 66,814 0 620,514
21 1,833 3,141 155 0 3,296 639,638 42,190 0 681,868
22 1,823 3,079 184 0 3,263 645,260 39,462 0 684,722
23 1,827 3,053 193 0 3,246 725,914 50,697 0 776,611
24 1,853 3,072 204 0 3,276 764,277 56,513 0 820,790

特定健康診査受診状況（御宿町国民健康保険）

年度 対象者数 受診者数 受診率

H20 2 ,500 937 37 .5%

21 2 ,511  889  35 .4%

22 2 ,524  825 32 .7% 

23 2 ,540 770 30 .3%

24 2 ,561 838 32 .7%

25 2 ,577 841 32 .6%

後期高齢者医療保険加入者及び給付状況（各年度決算）

年度 加入者数
医療費（町支弁額）
（千円）

H20 1 ,606 74 ,210

21 1 ,674 89 ,890

22 1 ,717 94 ,474

23 1 ,736 99 ,067

24 1 ,760 97 ,505
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人の動き　※住民基本台帳人口数

■7，994（＋１）　　男3,798　女4,196
世帯数 3,662（平成25年 11 月30日）

御宿分署の出動状況
■火災発生件数　０　救急件数　43

平成25年１１月中
御宿分署　☎８０－０１３６

交通事故発生状況
■発生件数　16　死者数　０　負傷者数　21　
（平成25年１月１日～ 10 月31日現在）

町民バス利用状況
■乗車人数　192人

平成 25年 11 月中

ダムの貯水状況（平成25年１２月１日現在）

■貯水量　548,000㎥
貯水率　94．6％

町浄水場の水質検査
■平成25年 11 月19日　採水の検査結果

放射性セシウム　　　『不検出』

慶弔（平成 25 年 11 月届出）

■出生　4　死亡　8
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